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福沢1995､ 1996)｡ 東郷湖の場合､ 補正を行った炭素年代で､ 7700  ､ 5600  ､ 4000  ､ 3600  それに2700  の時期に急速な海水準の上昇があったこ
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活発になると宇宙線が地上に到達しやすくなり､ 炭素14の生成量が大幅に増




































































































り､ そこにヒツジ､ ヤギ､ ウシ､ ウマを保持する移牧民が展開した｡ 考古学






































































版の著書 (田広金・郭素新2005) を通して､ モンゴル高原の南縁地帯の環境
変化について検討することにしよう｡
田広金が主として分析対象とするのは老虎山遺跡での層位関係である (田



































第４期：木本類の中で耐寒性のモミ､ カバノキ､ ニレなどがあり､ マツと
の闊葉針葉混交林を形成する｡





























キ属､ シナノキ属､ ナラ属､ クルミ属､ ニレ属がみられる｡ 草本類の占める
割合は少ないが､ その中ではヨモギ属､ イネ科が多く､ 他には湿地を好むイ























































属､ ナラ属､ クワ科､ ウコギ科､ が主でマツ属は比較的少なく､ バラ科やマ
オウ科がこれに続く｡ 草本類花粉は全体の81 7 を占め､ その中でも多くは
ガマ属､ ヒルムシロ属､ ホモノ科などであり､ その他にヨモギ属やタデ科､







で､ ナラ属やカンバ属もみられる｡ 草本類は全体の80％に達し､ ガマ属やヒ
ルムシロ属などが優勢であり､ その他にヨモギ属､ タデ科が一定量あるとい
う｡ ワラビ類は出土量が少なく､ ウラジロ科やイワヒバ科がわずかに見られ
る程度である｡ 落葉針葉混交林を主とし､ 草原状況であったが､ 前代よりや
や冷涼であったと想定されている｡
二里頭２期では草本類の花粉が全体の90％に達していて､ 中でもイネ科､
ヨモギ属が多く､ ジュウジバナ科､ ガマ属､ ヒルムシロ属が一定数見られる｡
木本類は前代より急速に減少し､ 8 6 に過ぎない｡ その中にはマツ属､ カ
ンバ属､ クワ科､ バラ科､ マオウ属が認められる｡ ワラビ類は1 3％である｡
この結果樹木が稀な草原状態で､ 気候は冷涼乾燥化したものであったと推定
されている｡





二里頭４期ではマツ属､ カンバ属､ ナラ属､ クワ科などの木本類がやや増
加している｡ それでも草本類は全体の９割を占め､ ヨモギ属､ タデ科､ イネ





















心として､ イネ､ オオムギ､ コムギ､ ダイズなどの穀物ばかりでなく､ ナツ












































































とが知られている (         1998)｡ 農耕栽培の面では､ キビ､ オートム
ギ､ ソラマメが主要な穀物となり､ ライムギも加わるようになった｡ しかし
地域によってはオオムギなかでもハダカオオムギが一般的になったところも























ここでは５枚のクロスナ層 (黒褐色古土壌) が確認され､ 黒砂層の上下は
灰黄色の細砂層の堆積が見られる (第８図)｡ このうち最下層のクロスナ層
(２層) には噛歯類の遺骨が､ ２番目のクロスナ層 (４層) はやや粘質の有






る｡ またニレ､ コナラ､ ヤナギ､ マオウ､ キク科などがみられ､ 温
和だがやや湿気のある気候条件下であった｡
４層：小型のヨモギ属が優勢で約40％を占め､ 中型のヨモギ属と小型アカ








科20％､ アカネ科が10％に達する｡ またその他にキク科､ マメ科､
アブラナ科の花粉もあり､ 温暖ではあるがさらに乾燥化が進んでい
ると考えられる｡
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第９図 天馬―曲村岩性柱状図及び堆積物分析表
(鄒衡2000年より)






























































御覧』 が引用する 『史記』 は本来 『竹書紀年』 であったと推定されているが､
この周孝王七年条には､ 王生る｡ 冬､ 大雨と雹あり｡ 牛馬死し､ 江・漢､ 倶に凍る｡







に詳しい記載があり､ 中でも 『竹書紀年』 には宣王の後半期に戎との戦いが
頻発したことが記されている (補注)｡
宣王36年：王､ 條戎､ 奔戎を伐つ｡ 王師､ 敗績す｡
宣王38年：普人､ 戎を汾隰に敗北させるも､ 戎人姜侯の邑を滅ぼす｡
宣王39年：王､ 申戎を征め､ これを破る｡





たしめ､ 兪泉に至って馬千匹を獲たり｡  王は無道にして､ 戎狄寇掠し､
乃ち犬丘に入り､ 秦仲の族を殺す｡ 王命じて戎を伐たしむるも､ 克たず｡
宣王立つこと四年に及んで､ 秦仲をして戎を伐たしむるも､ 戎の殺すとこ
ろと為る｡ 王乃ち秦仲の子荘公を召し､ 兵七千人を与え､ 戎を伐ちて之を
破らしむ｡ 是れに由りて少しく却く｡
後二十七年 (宣王31年) にして､ 王は兵を遣わして太原の戎を伐たしむ
るも､ 克たず｡ 後五年にして､ 王は條戎､ 奔戎を伐つも､ 王師敗積す｡ 後
二年にして､ 晋人は北戎を汾・隰に敗り､ 戎人は姜侯の邑を滅ぼす｡ 明年､
王､ 申戎を征し､ 之を破る｡ 後十年にして､ 幽王は伯士に命じて六済の戎
を伐たしむるも､ 軍敗れ､ 伯士死す｡ 其の年､ 戎は犬丘を囲み､ 秦の襄公
の兄の伯父を虜にす｡ 時に幽王は混虐にして､ 四夷交も侵し､ 遂に申后を
廃して褒 を立つ｡ 申公怒り､ 戎と与に周を寇し､ 幽王を 山に殺す｡ 周
乃ち東のかた洛邑に遷り､ 秦の襄公は戎を攻めて周を救う｡ 後三年にして､ 侯大いに北戎を破る｡
平王の末に及んで､ 周は遂に陵遅し､ 戎は諸夏に逼り､ 隴山自り以東､
伊､ 洛に及ぶまで､ 往往にして戎有り｡ 是に於いて渭首に狄 ､  ､ 冀の
戎有り｡  北に義渠の戎有り｡ 洛川に大茘の戎有り､ 渭南に驪戎有り､ 伊､
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 王期の作と想定される ｢多友鼎｣ により､ ( 『商周青銅器銘文選』 408)
(馬承源1988)､   との間で､ この時期戦車を交えた戦いが持続して繰り広
げられていたことが分かる｡
隹れ､ 十月､ 用て  が放興し､ 広く京師を伐す｡ 王に告追し､ 武公に
命じて乃ち元士を遣りて京師に羞追せしむ｡ 武公､ 多友に命じ､ 公車を率
いて京師を羞追せよと｡
癸未､ 戎は筍を伐し､ 以て俘とす｡ 多友､ 西追す｡ 甲申､ 是れ晨､ 亜を
博し､ 多友､ 折首・執訊あり｡ 凡そ以て公車は折首するもの二百又□又五
人｡ 執訊するもの二十又三人､ 戎の車百乗一十又七乗を俘る｡ 以て筍人の
俘を復し､ 又 を博す｡ 折首するもの三十又六人､ 執訊するもの二人､ 車
十乗を俘る (後略)｡
西周末期のこれらの戦闘地域地の比定に関して､ 王国維は 『観堂集林』 巻
十三 ｢鬼方昆夷  考｣ において､ 山西省大原地域に居住する非中原系民族
が割拠する地点であったとする (王国維1973) のに対して､ 李学勤は､ これ
ら西周末期に行われた戦闘行為は､ 中原中枢地域からやや離れた周原一帯で
あったとし (李学勤1990)､ 馬承源は ｢克鐘｣ 銘を引き合いに出して､ 京師
を山西省中部に､ 筍を陝西省筍邑に比定する (馬承源1988)｡
宣王の初期においては､   との戦いが有利であったように記載された銘
文もみられる｡ 例えば､ ｢兮甲盤｣ ( 『商周青銅器銘文選』 437) (馬承源1988)
には､ その前半部分に  との戦いが記されている｡
隹れ､ 五年三月既死覇庚寅､ 王､ 初めて  を  に格伐す｡ 兮甲､ 王




馬承源もこれに従う (馬承源1988)｡ すなわち周原の東側､ 渭水に注ぐ伊川・
洛川流域が主たる  の進入経路であった｡ さらに ｢ 季子白盤｣ には
(『商周青銅器銘文選』 440) (馬承源1988)､
隹れ､ 十又二年正月初吉丁亥､  季子白､ 宝盤を作る｡ 不顕なる子白､
戎功に壮武して､ 四方を経維す｡   を洛の陽に博伐す｡ 折首すること五
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百､ 執訊すること五十｡
是を以て先行す｡ 垣々たる子白､ 馘を王に献ず｡ 王､ 孔だ子伯に儀を加
う｡ 王､ 周廟に格り､ 宣 に爰に饗す｡ 王曰く､ 伯父､ 孔だ顯にして光有
りと｡ 王､ 乗馬を賜う｡
是を用て王を佐けよと｡ 賜うに弓を用てす｡  矢､ 旗央｡ 賜うに戉を用






隹れ､ 九月初吉戊申､ 白氏曰く､ 不其・馭方よ､   ､ 西兪を広伐す｡
王､ 我に命じて､ 西に羞追せしむ｡ 余､ 来帰して禽を献じたり｡ 余､ 汝に
命じて洛に羞追せしむ｡ 汝､ 我が車を以て  を高陵にて宕伐せしむ｡ 汝､
折首執訊多し｡ 戎､ 大同して､ 汝を従追せしに､ 汝､ 戎に及び､ 大いに敦
博す｡ 汝､ 休あり､ 我が車を以て艱に陥らず｡
汝､ 多く禽して､ 折首執訊あり｡ 伯氏曰く､ 不其よ､ 汝小子なるも､ 汝
戎功に肇敏せり｡ 汝に弓一､ 矢束､ 臣五家､ 田十田を賜う｡ 用て乃の事に




定し､ 洛を洛邑にあてている (趙英山1984)｡ 西兪を山西省代県にあてると




てきたことを､ 雄弁に物語っている｡ 青銅器の銘文はその性質上､ 戦勝した
事実しか記さないが､ 申公が ｢戎と与に周を寇し､ 幽王を 山に殺す｣ こと
が可能なほどに戎が宗周と接近していた状況にあったことを物語り､ ｢親戚
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を封建して以て周の藩屏となす｣ (『春秋左伝』 ｢喜公二十四年条｣ ことは望
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歇層が交互に堆積しているのが確認されている ( 聰・鄭 明1996)｡ 第１


































た (塚田1974)｡ 塚田は完新世の花粉帯を Ⅰ､  Ⅱ､  Ⅲ ､  Ⅲｂと区分し､ Ⅲｂ期では草本性の植物が増え､ マツ属やカンバ属などの二次林的要素が
優勢となることから､ この時期の人間による森林開拓が提起された｡ その後
坂口豊は尾瀬ヶ原での泥炭層の連続的採取を行って､ 花粉分析から推定され
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の形成が一段落し､ 安定化を迎えた時期を考古学的に特定することができる｡









































































































上に立地し､ 弥生時代前期初頭から前期末まで土壙墓､ 石棺墓､ 石配土壙墓､
壷棺墓などが継続して構築された集団墓が検出されている (豊浦町教育委員







においては､ 弥生時代早期から前期末にかけての頃は､ 砂の供給が止り､ 砂
丘が安定して当時の人々の生活空間として組み込まれた状態にあったことが
窺われるのである｡ このことは先述した島根県古浦遺跡での層序と一致をみ
せ､ 弥生時代早期から前期末､ 古墳時代初期､ 古墳時代後期から奈良時代ま






































































































































燥化をもたらしていたことが研究されている (第13図) (         1998､            1993)｡ 事実東日本の縄文時代晩期は湿潤な気候状況下に
あったことは､ 泥炭層の形成などに反映されている｡
寒冷化により惹き起こされた海岸線の後退は､ 沿岸部に砂丘や砂堤を形成






















































































































補注 戎や  の祖と関連すると想定される鬼方など (余太山1999) が季節的移動する牧畜民であっ
たことは､ 康王期の ｢小盂鼎｣ ( 『商周青銅器銘文選』 63) (馬承源1988) に､ ｢馬を俘るこ
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深 市博物館1993 ｢広東深 大梅沙遺址発掘簡報｣ 『文物』 11期
深 博物館・中山大学人類学系1990 ｢広東深 市大黄沙沙丘遺址発掘簡報｣ 『文物』 11期
鄒衡2000 『天馬曲村』 科学出版社






宋建2000 ｢環太湖地区夏商遺址環境研究｣ 『環境考古研究』 ２､ 科学出版社
宋豫秦2002 ｢河南偃師二里頭遺址的環境信息｣ 『考古』 12期
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譚英杰・孫秀仁・趙虹光・干志耿1991 『黒龍江区域考古学』 中国社会科学出版社
田広金2000 ｢岱海地区考古学文化与生態環境之関係｣ 『環境考古研究』 ２､ 科学出版社
田広金・史培軍1997 ｢中国北方長城地帯環境考古学的初歩研究｣ 『内蒙古文物考古』 ２期
田広金・郭素新2005 『北方文化与匈奴文明』 江蘇教育出版社
中国社会科学院考古研究所1996 『大甸子』 科学出版社
中国社会科学院考古研究所経渭工作隊1981 ｢隴東鎮原常山遺址発掘簡報｣ 『考古』 ３期
趙英山1984 『古青銅器銘文研究』 台湾商務印書館
陳洪海2003 ｢環境変遷与宗日遺存発展的関係｣ 『中国史前考古学研究』 三秦出版社
丁乙1982 ｢周原的建築遺存和青銅器窖蔵｣ 『考古』 ４期 聰・鄭 明1996 ｢大湾文化試論｣ 『南中国及隣近地区古代文化研究』 中文大学出版社 聰・鄭 明1996 『澳門黒砂』 中文大学出版社
内蒙古文物考古研究所2000 『岱海考古 (一)』 科学出版社
内蒙古自治区文物研究所・顎爾多斯博物館2000 『朱開溝』 文物出版社
馬承源1988 『商周青銅器銘文選』 文物出版社






楊志栄・索秀芬2000 ｢中国北方農牧交錯帯東南部環境考古研究｣ ２､ 科学出版社
余太山1999 ｢犬方､ 鬼方､  方与  ､ 匈奴同源説｣ 『欧亜学刊』 第一輯
洛陽市文物工作隊2002 『洛陽 角樹』 科学出版社
羅西章1988 ｢周原青銅器窖藏及有関問題的探討｣ 『考古与文物』 ２期
劉雨1983 ｢多友鼎銘的時代与地名考討｣ 『考古』 ２期
欒豊実1997 『海岱地区考古研究』 山東大学出版社
李学勤1990 ｢論多友鼎的時代及其他｣ 『新出青銅器研究』 文物出版社
李子文1991 ｢淇澳島後沙湾遺址発掘｣ 『珠海考古発現与研究』 広東人民出版社
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